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10
月
末
の
木
枯
ら
し
の
あ
と
、

急
に
寒
い
日
が
増
え
た
。
今

年
は
冬
が
早
い
。
恒
例
の
銀

杏
ま
つ
り
の
さ
な
か
昭
和
記

念
公
園
に
行
く
。
名
物
の
並

木
は
す
で
に
枯
れ
枝
が
目
立
ち
、
ふ

か
ふ
か
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
は

ず
の
黄
金
色
の
落
葉
も
、
大
勢
に
踏

ま
れ
薄
く
路
面
を
被
っ
て
い
た
▼
今

年
は
政
局
も
激
変
し
た
。
自
民
が
惨

敗
し
た
都
議
選
を
う
け
、
じ
り
貧
は

避
け
た
い
と
首
相
が
下
し
た
突
如
の

解
散
劇
。
改
憲
二
大
政
党
を
目
指
す

「
希
望
」
の
誘
い
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
野
党
第
一
党
の
「
民
進
」
が
分

解
し
た
▼
し
ぼ
み
か
け
た
野
党
共
闘
。

な
ら
じ
と
立
ち
上
が
る
市
民
と
力
を

合
わ
せ
、
再
構
築
に
奔
走
し
た
十
三

日
間
…
そ
し
て
選
挙
本
番
。
排
除
の

踏
み
絵
が
仇
で
「
希
望
」
は
大
失
速
。

創
業
者
の
都
知
事
は
手
を
引
き
、
い

ま
寒
風
の
中
で
揺
れ
て
い
る
▼
来
年

の
通
常
国
会
で
「
改
憲
」
の
発
議
を

目
指
す
安
倍
首
相
。
時
を
合
わ
せ
２

月
、
日
野
で
は
市
議
選
と
な
る
。

「
安
倍
改
憲
ノ
ー
」
の
３
千
万
署
名

と
市
議
選
の
勝
利
。
広
が
っ
た
共
同

の
力
で
挑
み
た
い
▼
忙
し
か
っ
た
酉

年
。
今
年
も
お
不
動
さ
ん
の
境
内
で
、

正
月
飾
り
を
買
い
締
め
る
と
し
よ
う
。

去
年
世
代
が
代
わ
っ
て
い
た
い
つ
も

の
店
。
「
よ
い
お
年
を
。
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
く
よ
う
に
優
し
く
お
持
ち
帰
り

を
」
と
、
お
飾
り
に
添
え
る
言
葉
は

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
（
Ｋ
）

短信

地
区
セ
ン
タ
ー
、
公
共
施
設
な
ど

の
駐
車
場
が
有
料
化
さ
れ
ま
す
。

市
内
67
カ
所
に
あ
る
地
区
セ
ン
タ
ー
。

現
在
は
無
料
で
す
。
自
治
会
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
年
間
37
万
人
が
利
用
し

て
い
る
活
動
拠
点
の
有
料
化
が
検
討

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
や
市
民
会
館
、
七

生
公
会
堂
、
南
平
体
育
館
な
ど
の
駐

車
場
も
有
料
化
の
検
討
対
象
で
す
。

ご
み
袋
も
値
上
げ
の
方
向
で
す
。

市
は
、
ご
み
収
集
を
有
料
化
し
た

際
「
あ
る
程
度
負
担
に
感
じ
て
も
ら

え
る
価
格
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
原
価
や
処
理
費
用
な
ど
と
は

無
関
係
に
、
「
ご
み
減
量
効
果
」
を

基
準
に
し
て
袋
の
価
格
を
設
定
し
た

の
で
す
。

そ
の
減
量
効
果
は
抜
群
で
、
全
国

４
位
と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
値
上

の
理
由
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も

保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
童
ク
ラ
ブ

の
値
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
や
「
寝
た
き
り

高
齢
者
へ
の
お
む
つ
給
付
事
業
」
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
体
育
館
の
値
上
げ
。

校
庭
の
夜
間
照
明
の
有
料
化
な
ど
も
。

ま
た
、
来
年
度
大
幅
値
上
げ
が
見

送
ら
れ
た
国
保
税
も
、
そ
れ
以
降
は

値
上
げ
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
。

☆
市
の
財
政
は
毎
年
20
億
円
前
後
の

の
黒
字
で
す
。
値
上
げ
有
料
化
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
！

毎
年
黒
字
の
結
果
、
市
が
自
由
に

使
え
る
預
金
は
80
億
円
。
市
民
の
暮

ら
し
が
ひ
っ
迫
す
る
中
、
こ
れ
以
上

の
値
上
げ
・
有
料
化
は
必
要
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
野
市
「
第
５
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

値
上
げ
、
有
料
化
大
計
画

日
野
市
が
検
討
し
て
い
る
５
次
行
革
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
値
上
げ
・

有
料
化
、
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
の
検
討
項
目
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
が
承
認
さ
れ
具
体
化
さ
れ
れ
ば
、
市
民
の
大
き
な
負
担
は
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
12
月
市
議
会
の
日
本
共
産
党
市
議
団
の
質
問
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
２
月
に
は
市
議
選
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
各
陣
営
が
こ
の

計
画
に
ど
う
い
う
立
場
で
臨
む
の
か
問
わ
れ
る
選
挙
と
な
り
ま
す
。

南
平
駅
西
交
流
セ
ン
タ
ー

こ
の
駐
車
場
も
有
料
化
の
検
討
対
象

で
す
。

消防団詰所が南平体育館裏に移転

北野街道沿いの南平４丁目の「日野市消防団第七分団第

二部詰所器具置場」が１２月に移転しました。

新しく完成した詰所

の場所は同じく４丁目

ですが、南平体育館裏・

南平公園の並びです。

北野街道の道路拡張に

ともない移転となった

ものです。



ご
感
想
・
ご
意
見
を

お

寄

せ

下

さ

い

。

日
野
市
の
大
坪
市
長
は
11
月
２
日
、
日
野
市
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
対
し
て
、
①
来
年
度
の
国
保
税
率
値

上
げ
は
行
わ
な
い
。
②
課
税
方
式
を
、
現
行
の
所
得
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
３
方
式
か
ら
、
所
得
割
、
均
等
割
の

２
方
式
に
す
る
こ
と
を
諮
問
し
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
の
国
保
都
道
府
県
化
に
あ
た
り
大
幅
値
上

げ
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
署
名
運
動
を
展
開
し
た
「
国
保
を

よ
く
す
る
日
野
市
民
の
会
」
な
ど
、
市
民
の
声
と
運
動
が

反
映
さ
れ
、
一
人
当
た
り
年
間
、
約
１
万
円
も
の
値
上
げ

が
回
避
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

一
方
、
課
税
方
式
の
見
直
し
で
、
加
入
者
の
９
割
に
当

た
る
一
人
世
帯
二
人
世
帯
で
は
保
険
税
が
値
下
げ
・
据
え

置
き
に
な
る
も
の
の
、
低
所
得
者
や
三
人
世
帯
以
上
は
値

上
げ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
11
月
20
日
「
国
保
を
よ
く

す
る
会
」
は
市
長
に
対
し
「
低
所
得
者
、
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
策
を
求
め
る
申
し
入
れ
」

を
行
い
ま
し
た
。

応
対
し
た
副
市
長
は
、
「
市
長

に
皆
さ
ん
の
要
望
を
伝
え
る
」
と

応
え
ま
し
た
。

日
野
市
の
国
保
税

大
幅
値
上
げ
見
送
り
へ

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
公
共
交

通
の
充
実
を
求
め
る
声
は
大
き
く

広
が
り
、
日
本
共
産
党
日
野
市
議

団
が
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
「
ミ
ニ
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー

の
充
実
」
は
医
療
、
税
金
と
な
ら

ん
で
強
い
要
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
坪
冬
彦
日
野
市
長
は
９
月
市

議
会
で
ミ
ニ
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
タ
ク

シ
ー
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
「
31

年
度
の
新
し
い
交
通
体
系
の
再
編

を
め
ざ
す
」
と
し
、
「
今
後
の
日

野
市
の
持
続
可
能
で
高
齢
者
対
策

を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
上
で
の

根
幹
的
な
政
策
で
あ
る
」
「
お
金

が
な
い
か
ら
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
問
題
」
「
い
ま
ま
で
以
上

に
・
・
・
し
っ
か
り
と
必
要
な
投

資
を
し
な
が
ら
、
市
民
の
足
と
し
て
の
公
共
交
通

体
系
を
つ
く
る
」
と
注
目
す
べ
き
立
場
を
示
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
は
選
挙
で
も
議
会
で
も
繰
り
返
し

抜
本
的
充
実
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
切
実
な
願
い
の
実
現
へ
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

●
南
平
路
線
、
平
山
循
環
路
線
の
増
便

●
南
平
駅
前
、
南
平
５
丁
目
に
公
共
交
通
の
導
入

●
市
立
病
院
ま
で
乗
り
継
ぎ
な
し
で
い
け
る
よ
う

平
山
循
環
路
線
の
改
善
を

●
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
の
改
善
を
（
１
０
０
円
区
間
、

ド
ア
・
ス
テ
ッ
プ
の
改
善
、
最
終
便
18
時
台

へ
拡
大
、
土
曜
日
の
運
行
）

ミニバス・ワゴンタクシーの

抜本的充実を！ 中野あきと

住民の合意もないのに押し付けていいのか！

新可燃ごみ処理施設建設問題

日野市、小金井市、国分寺市による新可燃ごみ処理施設の建設工

事が、2020年稼働をめざし始まりました。施設整備・運営事業費

は247億円、周辺環境整備費は70億円にのぼります。しかしこの

巨大なプロジェクトが、日野市の施設周辺住民の理解と合意を得る

ことなく強行されています。

日野市長は「30年後は小金井市、または国分寺市が処理施設を引

き受けてくれる約束」と説明してきました。しかし、いま処理施設

をつくれない両市が、本当に30年後に可能なのか大変疑問です。

また、日野市民にとっては、たんなるごみ処理施設建設の問題だ

けに止まりません。ごみ処理施設にはごみの搬入路が必要ですが、

都市計画で公園予定地と決められたところに搬入路建設を強行して

います。「これは違法行為だ」と、いま、市民が裁判で訴えていま

す。司法が「違法」と判断すれば、新施設にごみを搬入できなくな

り、新可燃ごみ処理施設に投入される巨額の税金は無駄になるので

す。

この計画は３市の共同事業ですが３市の市民が計画づくりに参加

する機会は一度もありませんでした。ごみ問題の解決は市民と行政

の信頼と協力関係が不可欠です。高いごみ袋代を負担しな

がらごみの減量を図ってきた市民に対して、安倍内閣によ

る沖縄辺野古新基地建設と同様、既成事実を積み上げて押

し付けるよう市政運営を許していいのか。「立ち止まって

市民と話し合え」と、声を上げるべきではないでしょうか。

《２０１8年 1月の無料法律相談 》

市役所６階 共産党控室 午後１時～３時

1月 11日（木）

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。

ご
み
広
域
化
処
理
反
対

26
回
日
野
市
役
所
前
集
会
（
11
月
30
日
）


